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１．はじめに 

 会長 相楽 昌男 

  １昨年 5 月より会長に就任して、早や 2 年が経ちました。1 年目は法務処理書類の見直しで動き

が取れず。昨年は、例年通りの活動からすると新規会員につながる一般市民対象の講座や体験活動が

不十分でした。会員の皆さんの努力に感謝するも会長として出来なかったことに反省しきりです。 

環境カウンセラーが年々減少の傾向がみられ

ます。第 193 回国会 環境委員会の議事録では

「環境カウンセラー登録制度は、事業者や市民

に対して環境保全活動等に関する知識の提供、

助言や指導をするため」とあり、平成八年九月

に創設し 20 年経過。登録者数は、平成二十年

度の約四千六百人をピークに、現在に至るまで

減少傾向にありまして、平成二十九年三月末現

在においては約三千五百人。主たる要因として

は、登録者の高齢化等、環境省としては、若い

世代をいかにして取り込んでいくかが課題であ

ると認識。とあります。 

国として登録には力を入れていますが活動へ

のサポートがほぼ無いのが実情のようです。 

近年、NPO 法人 うつくしま NPO ネットワ

ーク様のご支援を受けておりますが、今後、当

会単独での活動にはより厳しくなると思われま

す。他の団体等との連携を深めて事業の推進と会員の強化を図る必要があると思われます。相互に協

力して資金や人材の強化につながればと思うところです。 

現在の社会環境では地球温暖化はもとより、自然災害、重大な感染症被害が起きています。今後、

様々な分野の活動団体・行政との連携が必須になっていると思います。まさに【ＳＤＧｓ】はタイム

リーに世に出てきたのではないでしょうか。 

  会長として力不足でありましたが今後微力ながら、市民に寄り添う活動への協力を惜しまないで

行こうと思います。力することも有意であると思います。前向きに可能性を再検討し、少しずつ市民

に寄り添う活動を積み上げていければと思うところです。 

最後に、この２年間支えてくださいました会員皆様、行政の方々、事業に協力いただいた各団体等

の方々のサポートに心から御礼申し上げたいと思います。 

ありがとうございました。 
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２．令和１年度の事業活動 

  事務局長 新山 敦司 

１．自然体験会 

・  ５月１２日（日）10時～14時 里山林・自然塾

（田村市） 

・ 「環境教育等による環境保全の取組の促進に関す

る法律」が平成２３年６月に公布され、法第２

０条で都道府県知事による体験の機会の場の認

定制度が導入された。県の登録は２件あり、そ

の１件が会員の樽井さんのご実家となっていま

す。里山の植物を観察した。 

・ コンパクトにまとまった里山で、短時間で多くの植物の観察ができて良かった。とても良い場所

であり、もっと多くの方に活用頂きたい。今後、当協会としても学習会を企画していきたい。 
 

２．環境学習会 

・ ５月２６日（日）10 時～12時 ほっとあたみ 

・ 演題 連携で読み解く地域の未来環境ビジョン ～最近の SDGs・気候変動適応の動き～ 

・ 講師 大場真氏(国立環境研究所福島支部地域環境研究創生室・室長) 

・ 当協会会員のスキルアップを目的として開催しているが、会員以外の方にもオープンにして

開催している。 

・ 国立環境研究所福島支部とは、今後も連携して活動をすすめたい。 

 

３．ふくしま環境教育フォーラム 

・ ８月１０日（土）コミュタン福島（田村郡三春町） 

・ 県が行う、企画に参加し、学生との情報交換を行った。 

➢ 自然塾での自然観察や環境カウンセラー協会の活動などを、パネルを使ってＰＲした。 

➢ 地球温暖化についてのパネルやＤＶＤ上映を行った。多くの学生や他のＮＰＯとも交流が

でき、当協会を知っていただく場となった。 

 

４．虫とふれあおう「虫や植物の観察会」 

・ ８月１８日（日）10 時～14時 さくら湖自然観察ステ

ーション（三春町） 

・ 講師には、福島県野生動植物保護アドバイザー３名を

お招きした。 

・ 人工池での観察だったが、水生昆虫ではゲンゴロウも

見られました。木の樹液に集まる黄色スズメバチも観

察ができた。 
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５.会津若松市環境フェスタ 

・ ９月２９日（日）9：40～15：00 鶴ヶ城体

育館 

・ 机３本のスペースで、地球温暖化やＳＤＧｓ

のパネル展示、ＳＤＧｓのＤＶＤ上映、クイ

ズラリーなどを行い、約２００名の方がブー

スを訪れた。 

・ あわせて、環境カウンセラーのＰＲも行っ

た。 

 

６．エコプロ２０１９への派遣 

・ 会員の学習機会として交通費の補助を行い、４名の派遣を行った。 

・ 参加者には報告書を提出いただき、会員の中で共有を行った。 

 

７．福島議定書省エネアドバイザー派遣事業 

・ 福島県から事業を受託し、省エネ診断を行っている。 

・ 令和１年度は、２２件の事業所にアドバイザーを派遣し、省エネ診断を実施した。 

・ 当協会が行っている省エネ診断は、投資を伴う提案だけではなく、運用で改善できることにつ

いてもアドバイスしており、申請事業者の方には「たいへん役に立つ」と評価をして頂いてい

る。 

 

８．福島議定書 

・ 当協会より、事業所版の審査員として参加した。 

 

９．その他 

・ 令和元年度第２回福島県省エネルギー相談地域プラットフォーム連絡調整会議への参加。 

・ 会報の発行。 

・ メーリングリストによる情報発信 

・ ホームページでの情報発信（http://fec.jyoukamachi.com/） 
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３．食品ロス削減に向けて 

事務局長 新山 敦司 

 

１．食品ロスの現状 

食品ロス量（平成 29年度推計値）の

公表がされました。 

 それによると、平成 29 年度の食品ロ

ス量は約 612万トン（前年 643万ト

ン）、このうち食品関連事業者から発生

する事業系食品ロス量は約 328万トン

（前年 352 万トン）、家庭から発生する

家庭系食品ロス量は 284万トン（前年

291 万トン）と推計されました。 

 いずれも、食品ロス量の推計を開始し

た平成 24年度以降最少となりました。 

 しかし、その量は国民一人あたり茶碗１杯分程度廃棄されています。一方

で世界の９人に１人（約８送人）は栄養不足で苦しんでいます。その処理のためにかかるごみ処理

経費は約２兆円、ひとりあたりにすると年間 15,500 円程度になります。食料生産による多量のエ

ネルギーを消費し、運搬や償却によるＣＯ2の排出などの環境問題にもかかわる問題です。 

 

２．食品ロス削減推進法の施行 

 ＳＤＧｓによる食品ロスに関する国際的な関心の高まりにより、昨年行われたＧ２０においても

食品の損失・廃棄を削減する事が宣言に盛り込まれました。 

 そして、令和１年 10月 1日に「食品ロス削減推進法」が施行されました。公布日令和１年 5月

31 日で、半年も満たない施行は極めてまれな例であり、それだけ関心が高く、重要な問題であると

言えます。 

 その中で、納品期限の緩和（いわゆる３分の１ルールの見直し）が言われています。実は業界も

その方が良いと考えていますが、消費者ができるだけ新しいものを買うという行動が変わらないと

なかなか進まないと思います。併せて、消費期限の見直しなどについても求めています。今後、改

善が進んでいくものと思います。 

 需要に見合った販売推進も大事な事です。恵方巻の廃棄が話題になり、今年は予約が多くなって

きています。今年は９割の小売業で廃棄率が改善されたと言われています。スーパーでも、店頭で

消費期限が短い商品の利用を呼び掛けるポスターなども見るようになりました。例えば商品棚に陳

列の手前から購入する「てまえどり」と名付けたキャンペーンを実施しています。これは値引きシ

ールの隣に、啓発を呼びかけるステッカーを貼り付けることで、消費者の購入行動に働きかけ食品

ロスを削減するという取り組みです。 

 

農水省ＨＰより 
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３．食品ロスの削減の推進に関する基本的な方針 

2020年 1月 10 日から 2 月 1 日の期間で意見募集が行われていた「食品ロスの削減の推進に関

する基本的な方針」（以下「基本方針」が、3月 31 日に閣議決定されました。 

 その中には、具体的な対策が盛り込まれています。 

 飲食店の食品ロスについては、「持ち帰り禁止」とされているところが多く、なかなか進まない

ところでした。しかし、この「基本方針」では、「料理が残ってし

まった場合には、外食事業者の説明をよく聞いた上で、自己責任の

範囲で持ち帰る。」と明記されており、より持ち帰りしやすくなり

ました。福島県でも、食品ロス削減のため、福島県が進める「もっ

たいない！食べ残しゼロ推進運動」に協力する飲食店、宿泊施設、

食料品小売店等を募集しており、その取り組みの一つとしてドギー

バックを作って協力店に配布しています。また、農水省でも「ドギーバッグコンテスト」を実施

し、普及啓発に努めています。 

 フードバンクに関しても基本方針に具体的に書かれ、期待がされています。フードバンクは、箱

がつぶれたり、３分の１ルールによって流通できないものを集め、生活困窮者など必要とされると

ころに無料でお渡しし、活用して頂く仕組みです。 

 現在、コープ東北で実施する事されていて、社会福祉協議会や生活困窮者支援団体、障碍者支援

団体など、80 か所に提供されています。 

 コープ東北フードバンクに集まってくる商品は、コープ東北のセットセンターでのセットした商

品のあまりや、各メーカーさんからの提供品、大学などの災害備蓄品の入れ替えによるものなど、

昨年度は約 87トン集まり、東北全体で約 88 トン提供しています。 

 今回の「基本方針」では、行政の備蓄品などの提供も推進されており、現在は農水省からの提供

がほとんどですが、今後は他の省庁や、市町村、大学からなど広がっていくものと考えます。課題

としては、民間や家庭からの提供を増やしていく事です。 

 

４．もったいないを広げていくこと 

 法の整備ができ今後は進むものと思いますが、食品ロスで家庭から排出される量を減らしていか

ないと全体の削減にはつながりません。 

 ス―パーなどでの啓発活動、「手前どりの推奨」「少量パック」などの実施、飲食店での「食べ

きり運動」「ドギーバッグの推奨」などの実施。そして、その前提となる「もったいない」の心を

育むことが大切だと考えます。 

子どもの頃、「お百姓さんが一生懸命作ったのだから、お米一粒でも残してはいけません！」

と、親から言われていました。今はどうでしょうか？お米に限らず、あらゆるものに関して『感

謝』と『尊敬』の気持ちを持つように、自然と教えられました。 

米粒の向こうにお百姓さんがいる、物の向こうにも作ってくれた人がいると感じていました。 

知らず知らずのうちに、物をたいせつにする心や尊敬の気持ちを大切にしていたように思います。 
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４．福島議定書 省エネアドバイザー派遣事業報告 

 

事務局長 新山 敦司 

 

 福島県では、地球温暖化防止の対策として、福島議定書事業に参加する事業所の省エネルギーに

関する取組を一層推進するために、福島議定書省エネアドバイザー派遣を希望する事業者にアドバ

イザーを派遣して事業所の取組みを支援する事業を行っています。 

当協会では、この事業に参加し、2010 年度より毎年福島県と委託契約を取り交わし、昨年度は

22 件の省エネ診断を実施しました。今年度も４月に委託契約を取り交し、福島県と一緒になって地

球温暖化防止活動に取り組んでいきたいと考えています。 

 

１．省エネ診断事業所の分野別割合 

中小企業向けの「省エネ意識向上プロジェクト（企業版）補助金」の

応募条件に福島議定書への参加が求められており、中小企業の事務所

系や店舗系の参加が多くありました。 

昨年度より、事務所以外での補助金が認められたため、工場の申し込

みも増えています。 

２２事業所合計で原油換算 1,345ｋＬ/年に対して、どういう方法でどれほどの削減ができるかを

診断しました。 

エネルギーの使用内訳は、電力が全体の 81.4％を占め、次にガスが全体の 11.6％、灯油が

6.4％、上水が 0.4％を占めています。電気、ガス。電力の使用量が約 81％とほとんどを占めてい

ますが、今回の診断では、工場の診断が少なく、中小の工場や事業所が多く、重油などの使用がな

かったからです。 

 

２．省エネ診断の結果 

提案件数は、全体で９９件となります。１事業所あたり平均で約４.５件の提案をしたことにな

ります。 

診断の結果より、改善提案による削減量は原油換算で 171,304ℓ/年、ＣＯ2削減量は 370,439kg/

年、削減金額は 76,130千円となります。 

最も多い改善提案は、照明設備でそれぞれ４７件となっています。次に多いのが空調設備で２８

件となっています。この２項目で約７６％を占めます。 

削減効果が最も多い対象設備は空調設備となっていて、全体の約５６％（ＣＯ2換算）となって

います。次に多いのが照明設備で約４１％となっていて、全体の９８％を占めています。今回の診

断事業所には大きな工場がないことと、中小企業向けの「省エネ意識向上プロジェクト（企業版）

補助金」の応募事業所が多かったことによります。 
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上記の表より、空調設備への対策は、大きな効果があることが分かります。しかしながら、投資費

用が大きくなることから、投資回収年数は多くなります。 

 照明設備への対策は、効果としては空調設備より劣りますが大きな改善が期待できます。ＬＥＤ灯

の費用が安くなっていることから、投資回収が早く、比較的取り組みやすい改善となります。 

 

省エネ対策では、投資での改善もありますが、運用面でも改善が期待できます。 

 今回の提案でも、運用面での提案が３分の１程度あります。特に空調設備では運用改善の余地が大

きいものと考えます。 

 投資ができなくても、運用改善

による省エネの余地は大きいもの

と考えます。 

診断の結果の中で運用改善によ

る改善提案と投資を伴う改善提案

との割合を右に示しました。改善

提案の約 68％が投資を伴う改善と

なっています。 

中小企業は、なかなか投資改善

が進みません。今回は、中小企業

向けの「省エネ意識向上プロジェ

クト（企業版）補助金」を活用し

ようとしている企業が多かったため、投資改善提案が多くなっています。 

また、環境対応の部署や担当者がいない事業所も多く、運用レベルでの改善提案も行いました。 

投資改善では、照明設備が一番多く約 63％で、次に空調設備で約 24％となっており、全体の約

87％となっています。 

運用改善の中では、空調設備が約 38％と一番多く、次に自販機の交換などのその他によるものが

約 19％、照明設備が約 16％となっており、全体の約 73％となっています。 

 

提案件数 運用改善 投資改善

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

照明 47 47.5% 5 15.6% 42 62.7%

空調 28 28.3% 12 37.5% 16 23.9%

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ 4 4.0% 3 9.4% 1 1.5%

自販機 2 2.0% 2 6.3% 0.0%

断熱 3 3.0% 1 3.1% 2 3.0%

契約 2 2.0% 2 6.3% 0.0%

受電設備 1 1.0% 1 3.1% 0.0%

その他 12 12.1% 6 18.8% 6 9.0%

総計 99 32 32.3% 67 67.7%
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３．改善提案の結果 

 今回の省エネ診断では、２２事業所の診断を行い、９９件の改善提案をしました。 

 その結果を集計すると、削減効果は原油換算で 171,304ℓ/年、ＣＯ2削減量は 370,439kg/年、削

減金額は 76,130千円となります。 

 すべての対策を実施した場合には、原油換算で全体の約 12.7％、ＣＯ2で 5.5％の削減が見込まれ

ます。 

 実際に改善できた成果としては、原油換算量では約 103KL/年、ＣＯ2削減量は約 187CO-2ｔ/年の

削減となり、原油換算で全体の約 3.9％、ＣＯ2で約 1.7％の削減につながりました。 

 検討中の提案については、投資を伴う提案もあるため、診断事業者は費用対効果と投資回収年、

経済的な条件で優先的に取り組むもの、中長期的に検討していくものがあるかと思います。 

・提案全てを実施した場合の効果 

項目 現状量 提案改善量 削減率 

原油換算量（ℓ/年） 1,344,000 171,304 12.7% 

ＣＯ2 換算量（kg/年） 6,710,000 370,439 5.5% 

・実施済、実施予定の提案の効果 

項目 現状量 提案改善量 削減率 

原油換算量（ℓ/年） 1,344,000 51,947 3.9% 

ＣＯ2 換算量（kg/年） 6,710,000 111,061 1.7% 

 

４．まとめ 

 今回の診断では、２２事業所中２０事業所が中小企業でした。 

 改正省エネ法の対象となる企業では、エネルギー使用量を原単位で毎年１％削減する事が求められ

ているので運用改善や投資改善が進んでいますが、中小企業では投資を伴う改善がなかなか進められ

ず、空調機なども古いものを使っている事業所が多くありました。また、運用面でも情報不足などに

よって省エネの取り組みがあまり進められていないところが多くあるように感じました。 

 提案件数は、全体で９９件になりましたが、現場でのアドバイスや推奨提案なども含めると、多く

の提案ができたものと思います。第５号様式で感想なども頂きましたが、運用面での気づきを提案し

実際の行動に移すなど、参考になったとの感想を頂いております。 

 全体の提案を見ますと、ＬＥＤ照明への改修が多く出されました。ＬＥＤ照明への変更のメリット

は理解されていましたが、その効果や費用がわからない事などから、投資を迷っている事業所が多く

ありました。具体的な投資回収を説明する事で、実際の改善につながったものと考えます。 

 

 大企業や工場ではＬＥＤ照明への切り替えが進んでいますが、中小企業ではまだ改善の用地がある

ところが多くなります。ＬＥＤ照明は価格が下がってきていることから、今後さらに改善が進むと思

われます。 

 空調機に対する提案では、１５年以上前の空調機を使用している事業所がいくつかあり、買い替え

る事でのメリットを提案しました。しかしながら、投資費用が多くなることから買い替えにつながっ

た事例は多くありませんでした。補助金をうまく使って改善すると良いと思われます。ただし、フィ

ルター清掃が行われていない事業所が多くあり、運用面での提案ができました。空調機に関しては、

運用面での工夫にはまだまだ余地があると考えます。 



              ＦＥＣ協会報 ２０２０．５．２４   【第１１号】  

                     ＦＥＣ協会誌  11 

 

 断熱の提案も出されています。遮熱シートなど、費用対効果の測定が難しいものがあり、具体的な

効果が提示できていないことから具体的な改善とはなっていませんが、空調機の提案と合わせて行う

事で、大きな削減効果となるものと思います。 

 今回は多くありませんが、いくつかの事業所でＰＰＳ事業者からの買電をおこなっているところが

あります。これまでは、動力での切り替えが主でしたが、低圧電力に関しても切り替えを進める事で

ＣＯ2削減が進むものと思われます。今回の提案にはありませんが、今後の課題とします。 

 

 県内の景気が改善していない中、大きな投資ができない事業者が多いと思いますが、省エネ診断で

は運用面での改善が多くあることを提案しています。今回も、全提案の１/３が運用面での提案とな

っています。一つの改善での効果は大きくありませんが、数多くの運用改善を積み上げていくことで

経費削減にもつながることを提案しています。 

 省エネ診断は、そのきっかけと改善のヒントになればよいと考えます。 

 本来は、中長期の計画を立て、改善を継続して取り組む事が良いのですが、なかなか難しいところ

もあります。 

 

 福島議定書省エネ診断に参加された事業者様は、引き続き福島議定書事業へ参加し、少しでも毎年

改善が進んでいくことを期待しております。必要であれば、その後のフォローアップの為に２度目の

省エネ診断にご参加される事も良いかと思います。 

 この省エネ診断を通じ、少しでも環境改善につながり、さらには経営改善につながることを期待し

ます。 

 そのことが、2030 年のＣＯ2排出量を 2013年度対比４５％削減する事に役立てる事と考えます。 

美しい福島の自然と伝統的な文化や産業、みどり豊かな山々、そしてきれいな水にめぐまれたこの

福島県をこどもたちや孫たちの世代に伝え残していく為に、より多くの事業者の皆さんが、環境保全

に配慮した事業活動、経済と環境が両立した「持続可能な社会づくり」の為に、人類共通の課題であ

る地球温暖化対策が進むことを願っています。 

 福島議定書事業が、この推進に役立つことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

福島県の地球環境保全の

キャラクター「エコた

ん」 
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５. 新型コロナウィルス感染症対策を考える 

会員  菊地 宗光 

（１）はじめに 

ウィルスというと、学生時代の微

生物学の実験で、大腸菌に感染して

死滅させるバクテリオファージとい

うウィルスの数を求めたことを思い

出します。私は、食品衛生監視の部

署に勤務し、ノロウィルス感染の疫

学調査や行政処分に関わったことが

あるものの、医療は専門外ですが、

昨今話題の新型コロナウィルスの感

染経路と予防手段について考えてみ

ます。 

 

（２）新型コロナウィルスとは 

コロナウィルスの呼び名は、球状

のウィルスの本体（直径は 100nm程

度）の周りに、太陽のコロナ（太陽

の周りに突き出て見られる光）のよ

うに、スパイクと呼ばれる（S）タ

ンパク質が多数突き出ていることに

由来します。人に感染するコロナウ

ィルスには、これまで 6 種類知られ

ており、今回新たに 7番目のウィル

スが原因と発見され、新型コロナウ

ィルスと呼ばれています。 

毎年流行する風邪の 15％（流行期

35％）は、図２上の 4種類のコロナウィルスが原因で、多くの場合は軽症で治ります。   

SARS は 2002年に発生しコウモリ由来、MSRSは 2012 年に発生しラクダ由来、新型コロナウ

ィルス感染症は 2019年発生し、コウモリ由来の可能性とされていますが、現在、有効な治

療薬が見つかっていません。 

 

出典：国立感染症研究所資料と宮崎県衛生環境研究所資料に加筆 

図１ 新型コロナウィルスの基本的構造 

図２ 人に感染するコロナウィルスの特徴 
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（3）新型コロナウィルスの拡散 

世界各地の研究所で SARS-CoV-2 の遺伝子配列が解読されており、国立感染症研究所病原

体ゲノム解析研究センターがコロナウィルスの親子関係を示しており、図３に引用しまし

た。１月初旬に中国・武漢から発生した新型コロナウィルスは、日本各地の初期のクラスタ

ーを発生させ消失しました（●赤丸が日本）。ダイヤモンドプリンセス号（●マゼンダ）を起

点とる感染は、日本ではほぼ終息したと考えられています。                 

左上、３月初旬ヨーロッパ株で感染した旅行者によって国内感染が拡大し、第２派の感染

が起こりましたが、緊急事態発令や様々な自粛活動により第２波も終息の兆しが見えつつあ

ります。（5月 19日現在） 

 

図３ 世界と日本の新型コロナウィルス変異の親子関係 

出典：国⽴感染症研究所 4 月 27 日「世界と⽴本の SARS-CoV-2 ゲノム情報の塩基変異
を⽴いたハプロタイプ・ネットワーク。」  

中国武漢を発端に、塩基変異を蓄積して⽴まれるウイルス株の親⽴関係を図⽴化した（2020 年 4 ⽴16 ⽴現
在）。変異速度は 25.9 塩基変異/ゲノム/年（つまり、１年間で 25.9 箇所の変異が⽴込まれる）であると推定

されている。https://www.niid.go.jp/niid/ja/basic-science/467-genome/9586-genome-2020-1.html 

 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/basic-science/467-genome/9586-genome-2020-1.html
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（4）感染経路と予防策   

これまでに分かっている感染

経路は、①飛沫感染と②接触感

染です。感染のイメージを図 4

に示しました。 

大きな飛沫による感染は、感

染した人がマスクを着けたり、

咳エチケットを守ったりするこ

とである程度予防可能です。 

無症状の方からの感染が次々

と報告され、症状のない人と対

面でしゃべったり、一緒に対人

スポーツをしたりすることで感染する人が出てきました。このため、症状がない人どうしでも、対面

でしゃべることを避ける、距離を 2 メートル以上あける、マスクを着用する、ということが推奨さ

れるようになりました。 

小さな飛沫による感染では、空気中に長く滞在したり、遠くまで飛んだりするため、2 メートルの

間隔を空けただけでは感染を予防できない、という点が普通の飛沫感染と異なります。小さな飛沫に

よる感染に対して一番良い方法は、換気をしてウイルスを薄めてしまうことです。 

（5）ウイルスの感染力保持期間 

物の表面についた新型コロナウイル

スは、いつまで感染力を保っているの

でしょうか。    

コロナウイルスの仲間を用いて行わ

れた実験データを表 1 に示します。

この表では色々なものにウイルスの飛

沫を吹き付け、ある温度を保った時

に、どのくらいその飛沫が感染力を保

っているか（感染力保持時間）を測定

したものです。 

1． 低温では長く、40℃だと短いが、   

高温でも数時間は感染力が続く。 

2． ウイルスの量が多いと長くなり、 

数日間にも及ぶことがある。 

3． 衣類や紙に比べ、金属・プラスチ 

ック・ゴムなどの表面では長い。 

図４ 世界と日本の新型コロナウィルス変異の親子関係 

出典：新型コロナウイルスの科学（４）感染経路と予防手段 越智小枝

http://ieei.or.jp/2020/04/expl200415/ NPO 法人国際環境経済研究所 

出典：新型コロナウイルスの科学（４）感染経路と予防手段 越智小枝 

http://ieei.or.jp/2020/04/expl200415/
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（6）ウイルスの感染力保持期間 

ウイルスが感染力を持たないように、実際にどういう方法でウイルスを不活化（消毒）できるので

しょうか。ウイルスの表面は脂肪を多く含む膜に覆われており、エタノール、石鹸や洗剤などの界面

活性剤でウイルス表面の脂質二重膜を破壊することで、効果があるとされています。薬品は、その濃

度によって効果を発揮する時間が異なりますので、注意が必要です。エタノールでは、一般的に

70％以上が良いとされていますが、時間をかけての消毒であれば 35％程度でも効果があります。エ

タノールが入手困難な場合は、次亜塩素酸ナトリウム、いわゆるハイターについては、市販のハイタ

ー（約 5%）を 20 倍程度に薄めた物では、30 秒の消毒で効果が出ています。更に薄めたものでは効

果が出るのに 10 分とかかるため、ハイターを薄めて使いたい洗濯の時にはつけ置きなどがよいかも

しれません。 

 

（7）新型コロナウィルスと向き合うために 

新型コロナ感染症は「分からないこと」が多く、パンデミックとの長期戦において、この「分から

なさ」に耐える準備をする必要があると、越智小枝医師（慈恵会医大）は指摘してます。現段階で私

たちにできることは、有効な治療薬やワクチンが開発されるまでの間、少しでも感染を抑え込み、時

間を稼ぐことですとも指摘しています。しばらくの間は、不要不急の外出や接触を自粛する生活が続

くことになるのでしょう。我慢、我慢、少し息抜きしながら、工夫しながら。 

 

出典：新型コロナウイルスの科学（４）感染経路と予防手段 越智小枝 
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６．洪水模型の開発・製作 

                                  会員 中西 恒雄 

（１）主旨と概要 

小中高生が「洪水発生メカニズム」を正しく理解、対策できる実験、学習できるシステム

を構築したいと考えています。 

最近、地球温暖化の影響により、大型台風、高温やゲリラ豪雨などの異常気象が多発して

います。福島県でも、昨年の台風１９号により、多くの河川が氾濫し、多大な被害が発生し

ました。私が所属するボランティア団体でも、今までは、親水を主題に小中高での環境教育

支援を推進してきましたが、今後は、洪水の恐ろしさも正しく伝える必要があると考えてい

ます。 

その為には、洪水の発生メカニズムを理解し、その対策を自ら考え実践し、その結果を実

証できる模型を製作することにしました。その基本にあるのが、「流域模型」と「遡り水車

実験システム」です。 

 

左図は。洪水模型の概念図です。下図は実

際に使っている流域模型です。上からビー

ズを降らし、分水嶺が目視出来る模型で

す。 

 

「遡り水車実験システム」は次頁のように、斜めに設置した雨樋に水を流下させ、その水

流にミニ水車を遡らせます。水は下に設置したバケツに入り、小型水ポンプで循環させま

す。 
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右上は、遡り水車システムを基本にした、洪水模型の概念図です。通常は各流域の河川に

水が流れ、各堤防にも余裕があります。そのため、通常の雨量に相当する水をペットボトル

から降らせても、水位は上昇するも、洪水は発生しません。水量が増加するにつれて水位が

上昇し、ついには堤防から溢れます。この実験により、降水量と各河川の水位上昇を実体験

（目視）することが出来ます。 

 

（２）子ども自身が洪水対策 

洪水対策には多くの方法があります。堤防のかさ上げ、ダムの設置や河川で堆積した土砂

の撤去などです。 

子ども達は洪水が発生するメカニズムを「洪水模型」で体験し、それをもとに遊び慣れて

いるレゴブロックを使い、堤防のかさ上げ、堆積物除去、ダム設置などの対策を自ら行い、

その結果を実験で確認します。 

 

レゴを使うことで、何度も試行することが出来ます。その対策で洪水が発生しないことも

容易に確認できます。具体的な使用法として、いくつかの洪水模型を作り、グループ分けし

た子ども達で、競争させ、その結果を発表して貰うことが楽しく、学べる気がします。支援

者は初めに洪水模型の使い方を説明し、後は自主性に任せた方が良いかも知れません。勿

論、失敗もするでしょうが、却って学べる気がします。 
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（３）具体的使用方法 

１）河口に置いたバケツの水を小型ポンプで洪水模型

上流域や中流域及び下流域の水源から流します。

上流域～下流域での水量は徐々に増加するた

め、川幅は各流域に見合った大きさにします。

この状態（平常時）では、各川の水位には余裕

があります 

２）降雨量はペットボトルからの降らせ方で調整します。通常の降雨量で氾濫しないよう

に、堰と堤防高さを調整します。降雨量を多くする（ボトルの降らせ方を多くする）と各

流域の出口堰に設置したオリフィスにより。

水面が流量の２乗に比例して上昇します。 

 

 注）堰での水量調節はオリフィスの他に三角

錐や四角錐がありますが、少ない水量で

水面が大きく変化する方が実験を容易に

なるため、オリフィスを採用しました。 

 

３）水面が堤防より高くなると氾濫します。氾濫水量は降雨量に比例して多くなります。 

途中にダムがあれば、氾濫は防止できます。ダムの効果と限界、降雨から氾濫までの時間

的経過などを理解できるような模型にします。それにより避難するタイミングなども分か

るようにします。 

 

（４）理論検討 

１）河口に置いたバケツの水を小型ポンプで洪水模型の上流域や中流域及び下流域の水源から流

しや中流域及び下流域の水源から流します。川幅は各流域に見合った大きさにします 

尚、この状態（平常時）では、各川の水位には余裕があります 

２）降雨量はペットボトルからの降らせ方で調整します。通常の降雨量で氾濫しないが、      

降雨量を多くする（ボトルの降らせ方を多くする）と各流域の水面が流量の２乗に比例し

て上昇し、堤防より高くなると氾濫します。堤防はレゴで作ります。かさ上げの効果と限

界などを理解できるような模型にします。 

３）途中にダムがあれば、氾濫は防止できます。ダムはレゴで作ります。ダムの効果と限

界、降雨から氾濫までの時間的経過などを理解できるような模型にします。 
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４）洪水模型での各流域水路の大きさ（巾、深さ、水路表面積など）は、最終的には試行で

決める事になると思いますが、その前に大凡の仕様（数値）を検討するために、洪水シミ

ュレーションを行えるようにＥｘｃｅｌとＶＢＡ（Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ）で計算し

てみました。下に数例を提示します。シミュレーションにより、子ども達が降らす水量が

少なくても実験できる水路やオリフィスの穴径等の大きさが想定できました。 

 

 

（５）オリフィスの流量と水面高さ変化の関係 

堰に設置したオリフィスにより、水面変化は流量の２乗に比例します。子ども達が安全に

扱える水量は５００ｍｌボトルです。６人同時に降らした場合には３リットルとなります。 

一人、３０秒間で降らすと、０．５リットル／分×３分間となり、３人単位で、同様に降ら

せると、３倍の流量変化となり、水面変化は９倍になります。  

水量０．５リットル／分で水面２０ｍｍの変化が９倍では１８０ｍｍとなり、堤防の余裕

高さを４０ｍｍとすると、水量を１．４倍の０．７7リットル／分にするだけで溢流が発生

し、それ以上に降らした分が全て溢流する計算になります。 

シミュレーション結果から、各流域での水面変化は速く、１条件では２～４分の実験で、

状況が判別できるようです。この時間程度であれば、洪水防止条件を変えて結果がでるまで

１０分程度で済み、１時間でかなりの条件での試行が出来そうです。 
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（６）洪水模型に使用する水量 

堰に設置したオリフィスにより、降雨量変化に対する水面変化は速く、洪水模型による実

験は数分間で結果が出るため、数～５リットルの水を使用だけでよいと考えられる。 

遡り水車システムでは、８リットル程度のバケツの水で循環運転していることより、洪水

模型では降水用を含めても最大２０リットルの水でよいと考えられる。 

（７）洪水模型製作上の配慮すべき条件 

１）学校内や各種イベント会場で使用するため、運搬、据付などが容易に行える大きさ、

重量にする。設備は車で運搬、会場へは人力で移動させるため、大きさは１．３ｍ以

内、重量は２０ｋｇ以内とする。 

２）軽量化は模型内部を空洞化する。金網で全体を製作し、その上を紙や紙粘土で覆う。 

表面を着色し、最後に耐水ペイントを塗布する。 

３）水を使用するが、２０リットル程度を運ぶだけで、ホース接続は不要である。尚、 

循環ポンプは設置場所に制約のない電池型を基本に検討を進める。 

（８）植林効果の検証 

山に植林することで、急な豪雨に対して緩和する効果があります。これを洪水模型で実

証するため、山を吸水性のある布などで被覆することも、考えています。これにより、豪

雨が直ちに川に流入することが抑制され、洪水防止の一法になると期待しています。 

（９）豪雨発生の原因と体験方法 

豪雨は、海水温が上昇した太平洋で発生した暖かく湿った空気が陸地に吹き込み、山など

に遮られると上昇する際、断熱膨張で冷えます。更に、上空の冷たい空気で冷やされ、露点

以下となり、霧が発生、それが結合し、水滴となって降下すると雨になります。 

大量の雨が長時間降ることで、流域から集まった水で河川の水量が増加し、堤防決壊や堤

防から溢れることで、洪水となり多大な被害が発生します。これらの状況は洪水模型で模擬

的ではあるが実体験できそうです。 

しかし、雨の元になる水蒸気は見えにくいため、子ども達には理解しにくい現象です。従

い、簡単に、可視化できる方法を考えてみました。 

次ページのように、少し大きな容器に温度の異なる水を入れ、その上に氷水を入れた金属

製のボールを置くと、その底面に水滴が発生します。その水滴量が水温の上昇により大きく

変化することで、海水温上昇の影響を体験できます。 
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（１０）おわりに 

身近にある河川は、散歩するだけでも心が癒やされ、更に、川に入れば、多くの生物が棲

むことに驚きを感じる空間であります。今まで、そのようなことを子ども達に知ってもらう

ために、水環境講座を催してきましたが、昨年の台風被害が甚大であったことより、親水だ

けでなく、水の持つ恐ろしさも正しく知って、正しく対応できる講座も実施したいと思って

います。 

早く、コロナ禍が収束し、ボランティア仲間と洪水模型を製作し、試運転してみたいと思

っています。勿論、簡単に完成するとは思っていません。何度も何度も改造することになる

でしょう。それが楽しいのかも知れません。ボランティア活動ですから、慌てず、楽しみな

がら作り上げた洪水模型に夢中に取り組む子ども達を思い浮かべています。 
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７. 令和元年度 郡山女子大学の環境保全活動等 

                                  会員 緑川 洋 一 

 

（１）生物多様性への貢献 

                         森林自己学習活動（福島県助成金取得）に

おいて開成の杜（総合教育園）にて全 5

回参加者 49 名による環境調査（放射線、

動植物、昆虫、きのこ等）を実施し、生態

系を明らかにするとともに、森林利用のた

めの体験プログラムの検討を行った。 

 

日本環境協会が東日本大震災以降、津波に

より流失した森林面積を回復させるために

活動している「プロジェクト D」（どんぐ

りプロジェクト）に 4月、10 月の 2回、

環境委員会と NLS 部（ナチュラルライフス

タイル部）学生ボランティアが参加し、裾

枝払い、下草刈りを行った。 

（２）省エネルギー・省資源への貢献 

・家政学館実験･実習室用照明の LED化 

                           ・タンクステンコートにより老朽化した

貯水槽を再生 

                           ・自動販売機を節電タイプへ更新 

                            

 

（３）表彰等 

                           ・令和元年度 「福島議定書」事業 

  オフィス･店舗部門 優秀賞（左） 

                           ・第 23回環境コミュニケーション大賞 

                            環境経営レポート部門 優良賞（右） 

 

 令和 2年度においては、「SDGs」と「COOL CHOICE」の啓発活動を積極的に行います。 
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８. 弊社のＳＤＧｓの取組みについて 

                                 会員  小野 信彦 

（１）［ＢＢＢ（Build Back Better）コロナ以前より、より良い社会を］ 

私は、太陽光発電システム・蓄電池システム、ＬＥＤ・空調工事の会社を経営している都合上、エ

ネルギー問題ひいては環境問題を意識せざるを得ません。再エネの代表格である太陽光発電システム

は、身近なものであるがゆえに、省エネや原発問題、地球温暖化、大気汚染から新電力まで総体的に

エネルギーについて学ぶようになり、ビジネスの枠を超えて個人の生き方、世界観やアイディンティ

テｨｰまで考えさせられます。私たちは、それらを通じて新しい枠組みを想像したいと考えておりま

す。 

最近は、ＳＤＧｓを身近に学ん

でもらうために「ＳＤＧｓカード

ゲーム」の企画を勧めてまいりま

した。（現在は、コロナ問題で休

止中）ＳＤＧｓを知ることは、ア

カデミックな文書を読むことでな

く、たくさんの人たちと一緒にな

ってゲームをすることの方がより

身近に感じます。昨年末に企画し

た時は、中学生を含む 12名の方が

参加し、最初こそ見様見真似でて

こずってはいました。しかし最期

には拍手と歓声がおこり、参加者

の一体感が生まれ、大変有意義な

イベントとなりました。 

私たちは、ＳＤＧｓの「だれも

取り残さない」という大きなテー

マを通して、利他共に生きること

をビジネスならびに社会活動から

実践できればと考えております。

そして「アフターコロナ」を最近

叫ばれている 

「ＢＢＢ（Ｂｕｉｌｄ Ｂａｃｋ Ｂｅｔｔｅｒ）」（コロナ以前よりよりよい社会を） 

を合言葉に実現したいと思います。 
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９. 環境日記エトセトラ 

                                 会員  相楽 昌男 

◆ハタケの交流とソーラークッカー実証 ４月２８日 郡山 

ハタケの交流に参加して自分の原体験

をする。生物の動きを横目に、今回は

ソーラークッカーを検証しました。 

５００ｍｌ約 1時間で 100℃（NO4）

になりました。（NO3は常温 18℃）装

置は新電力会社が真空管部を利用して

作り、≒1万円で販売。応用すればい

ろいろ可能性がありそう。 

 

◆住宅に雨水貯留槽設置 ４月２８日 郡山 

震災以降防災を考えて、玄関に雨水貯留槽を設置してみ

る。２系統の片方の細い管からは甕ビオトープへブクブク

とバブル状に雨水が、メダカが嬉しそうに盛んに泳ぎ回っ

ている。いろいろクールチョイスの妄想がわいてくる！ 

◆秋の磐梯町休耕田のビオトープ整備          

2019 年 11 月 10 日磐梯町 

 特定非営利活動法人おーでらす 代表理事 今野万里子

氏との協働作業。宗像さんから引き継いで 2 回目に参加。

今回も若者中心で自然のことなど話ながら楽しくできまし

た。泥上げと竹で土留め柵を実施。６名のみなさまお疲れ

様でした。ＣＯ２濃度は 376ppm で他を含めて今までで

最低記録。標高が高く空気が澄んでいました。 

◆台風 19号に思う 11月 20 日 郡山市近辺の知人・親戚

が洪水の被害に遭う。知人の家で話を聞くことに。これか

らを考えると移転するしかなく、解体にも大金がかかると

の事。大変な想いの中元気な姿に少し安心。帰りに逢瀬川

沿を見ながら、今冬のゴミ退治をどうしようかとチェック

しました。洪水のせいか川の中のゴミはあらたか流されて

しまっているようでした。これからの治水は簡単に今まで

のやり方ではまた限界が来そうです。思案・・・。 

反対側ビルの反射熱 
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◆自然の陽だまりのある家がいいですね。来年はもっと研究したい！ 

右熱画像：暖房しない時の地下室の床が足跡だけ熱を持つ、

下に写る足は熱く。左下左熱画像：昨年地下室ガラスブロッ

ク外にカーボネート板を追加で熱が蓄積。右下左熱画像：ガ

ラスブロックの内部への熱放射状況。次の段階は間への蓄熱

材に重点！自然の熱が一番！効果の実証研究として熱電対に

よる継続的測定は検討中。 

 

 

 

 

 

 

◆寒冷地においてどの暖房が効果的か？ 

下部画像：暖房時の地下室のエアコンの昼間の時間帯の家庭用エアコンの消費電力のデータを表わ

す。COP 熱効率から、ほかの方式（カーボンヒーターや石油ボイラー炊き温水式床暖房）より省エ

ネルギーになる。長時間稼働であれば効率の良いエアコン。短期的にはカーボンヒーターとなる。温

水式床暖房は寒波の時のようなときには有効であろう。下図：≒５９９Ｗｈ 
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１０. 人と自然の関わりとこれからの地域の暮らしを考える 

                     （相楽昌男 連携活動）特別寄稿  宗像 亮 

第９回 地域活動発表会【福島】開催日：令和２年２月 11日（火）10：30 ～15 ：00 

活動場所：郡山市方八町 2-4-15 国際情報工科自動車大学校  

 

～当日のプログラム～ 

〇一般の部 

・震災から 9 年 失った自然と人々の暮らしの未来は 相双地方地域再生創造プロジェクト実行委員会 会長 長澤 利枝 

・子どもたちに誇れる美しい野の里づくり              布沢の環境を守る会 代表 菅野 正寿 

・猪苗代湖鬼沼の里山ワークショップから身近な自然を楽しみ、伝える      南相馬市博物館 仲川 邦広 

・木造建築を地方から考えてみる                  日本大学工学部 客員研究員 渡邉洋一 

〇学生の部 

・ロハスの花壇で下水処理場をお花畑に        日本大学大学院工学研究科博士前期課程 1 年 鈴木 援 

・グリーンインフラによる葛尾村の復興支援         日本大学工学部土木工学科 4 年生 松本 隆仁 

・郡山開成の杜復活プロジェクト/裏磐梯湖沼地域の水環境と水質調査について 郡山女子大学 NLS 部部長 百瀬 愛莉 

～暮らしと自然：ＪＩＡ東北建築学生賞コンペ作品 建築女子の専門学生から～ 

・『YAMAKIYA LIVING～ふるさとの景色をもう一度』国際情報工科自動車大学校建築ＣＡＤ設計科 2 年 廣野 百音 

・纏い ~やどかり暮らし~              国際情報工科自動車大学校 建築士専攻科 阿部 しずく 
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◆振り返り◆ 

 

午前の部：浜・中・会津地域から 

３年ぶりとなる開催。南相馬市の長澤様、二

本松市東和の有機農家 菅野様、南相馬市博

物館の若手の仲川さん、南会津からは建築の

洋一君：地域の暮らしとあわせ内容深い情報

発信でした。感謝致します。 

 

WIZ 会場の交流会とランチ 

銀河さんごちそう：おにぎり、惣菜、汁物と

南相馬市北萱浜のべんけいによるお昼ごは

ん。参加頂きました皆様との交流・・・世

代・学校間を超えていろいろお話ができまし

た。有難うございました！ 

 

午後の部：学生さんによる 

日本大学工学部のロハス工学の中野先生の研究

室から大学院生も含め２名の湖南町と葛尾村に

おける実践紹介。郡山女子大学 NLS 部の大学の

森の調査考察について。WIZ 専門学生から暮ら

しと地域に関わる、女子２名のコンペ入賞作品

のプレゼン。それぞれが『人と自然の関わりか

らこれからの暮らしを考える』の今回のテーマ

から多面的かつ多様な考えを発表頂き充実した

会となりましたこと お礼申し上げます。 

 

◆感想：相楽 

このような活動は一時的でなく、準備段階から

連続的に宗像さんが活動しています。 

・ビジョンの構築。下見、地域の環境把握、地

域の方とのコミュニケーション、地域の文化の

再発見。参加者とのコミュニケーションによる 

啓発。その後の継続的なコミュニケーションに

より、潜在的な意識改革に貢献しているようで

す。 
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１１. ２０１９年度の事業活動の概要        事務局長 新山 敦司 

＜事業活動＞ 

１． 自然体験会 ５月１２日（日）10 時～14 時 里山林・自然塾（田村市） 参加者：７名 

「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」法第20条で都道府県知事による体験

の機会の場の認定制度。県の登録である会員の樽井さんのご実家の里山の植物を観察 

 ２．環境学習会 ５月２６日（日）10 時～12 時 ほっとあたみ 参加者：１２名 

演題 連携で読み解く地域の未来環境ビジョン ～最近のSDGs・気候変動適応の動き～ 

講師 大場真氏(国立環境研究所福島支部地域環境研究創生室・室長) 

 ３．ふくしま環境フォーラム（震災廃棄物のパネル、自然観察のパネルを展示） 

８月１０日（土）コミュタン福島 参加者：２名（高橋、新山） 

 ４．虫とふれあおう「虫や植物の観察会」 

８月１８日（日）10 時～14 時 さくら湖自然観察ステーション（三春町） 

講師 福島県野生動植物保護アドバイザー３名 

全体の参加者：２０名、参加者：当協会 相楽、大越、菊地、新山、樽井、市民１５名 

 ５．会津若松市環境フェスタ 

９月２９日（日）9：40～15：00 鶴ヶ城体育館 参加者：３名（相楽、菊地、新山） 

 ６．エコプロ２０１９への派遣 ４名派遣：白石田、片平、緑川、小野 

 報告書を提出、交通費の補助 

 ７．福島議定書省エネアドバイザー派遣事業 アドバイザー１１名で２２件省エネ診断実施 

アドバイザー：片平、白石田、中西、新山、青木、菊地、相楽、緑川、大越、小野、鈴木 

 ８．福島議定書事業、事業所版の審査会へ参加 審査員:新山理事参加。 

 ９．令和元年度第２回福島県省エネルギー相談地域プラットフォーム連絡調整会議の参加 

構成団体として、福島環境カウンセラー協会として参加。調整会議に、新山理事が参加。 

令和元年度は、１６事業所の診断を行った。 

＜他団体への協賛活動＞ 今年度は実施なし 

＜その他の活動＞ 

１．会報の発行 ５月２６日に発行。会員へ配布、福島県、その他行政機関などへ配布。 

ふくしま環境教育フォーラムや環境フェスタｉｎ会津でも参加団体に配布。 

３．メーリングリストによる情報発信 内容は、会員への連絡、イベント案内、環境情報等。 

４．ホームページでの情報発信（http://fec.jyoukamachi.com/） 

会報の公開、令和元年度事業計画の公開。 省エネセミナーの参加募集。 

ＮＰＯ法人 福島環境カウンセラー協会報（ＦＥＣ協会報） 
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